
●何がサンゴをかじるのか？ 

－サンゴ食魚類？－ 

やっぱり冬は海の水も冷たくて、長い

時間もぐっているとだんだん寒くなって

早くあたたかいシャワーを浴びたくなり

ます。この 20 年間を見てみると、阿嘉島

で月平均水温が一番低かったのは、2 月が

最も多く、次が 3 月でした。つまり、今

が一年でも一番寒くなりやすい時期なの

でしょう。とは言っても、さんご礁にす

む生き物を観察するためには、どうして

も海に入らなければなりません。コブシ

メの卵を見ることができるのもこの時期

だけですし、特に、あか・げるまダイビ

ング協会の人たちと一緒に移植したサン

ゴたちがどうなっているのか気になるの

で、たびたびもぐることになります。今

回は、そんな移植したサンゴたちにまつ

わることを書きましょう。 
 サンゴを移植したのは 2008 年 12 月 19
日で、それからしばらくは 1 週間に 2～3
回、様子を見にもぐっていました。そし

て、冒頭の写真は、2009 年 1 月 3 日に撮

影したものです。手前のサンゴの枝の先

端がなくなっているのがわかるでしょう

か。移植の際、力が入りすぎたり、ぶつ

けたりして、ときにはサンゴの枝を折っ

てしまうことがありますが、この写真は 2
週間もたってから撮ったものです。移植

のときのキズなら、もういくらか治って

いるはずですが、これらはどう見てもご

く最近のものです。みなさんに心配をか

けないように言っておくと、移植したサ

ンゴの大半はキズもなく順調に暮らして

いるのですが、ぽつりぽつりとキズを負

ったものが見うけられるのです。なかに

は写真 1 のように、土

台のタイルの部分まで

削られているものもい

ました。 
 いったい原因は何なのでしょう。答え

を先に言うと、実は残念ながらまだ犯人

がだれなのかはっきりわかっていません。

ただ、きっとなにかしらの魚がサンゴを

かじっているのだろうと考えています。

海の中で、同じように傷ついたサンゴを

見ることは珍しいことではありません。

例えば、テーブル状のクシハダミドリイ

シの短い枝が、バリカンで刈られたよう

に、さらに短くなっていたり、塊状のハ

マサンゴにも引っかいたようなあとが残

っていたりするのです。それがサンゴに

どのくらいの影響を与えるものなのか、

まだ研究していないのでわかりませんが、

同じくらいの傷を受けたなら、大きなサ
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ンゴよりも小さなサンゴのほうが、きっ

とダメージは大きいだろうと思いますか

ら、移植して間もない小さなサンゴにと

っては、これはたいへん深刻な問題です。

「それなら、何がサンゴをかじっている

のか、早く見つければいいじゃないか」

とみなさんは思うかもしれませんが、な

かなかその現場を目撃することができな

いでいるのです。これまでの経験からは、

きっとブダイの仲間かモンガラカワハギ

の仲間だろうと、あたり
．．．

はつけているの

ですが、具体的にどの種のどのくらいの

サイズの魚が、いつサンゴをかじってい

るのか、そこまではわかっていません。

もちろん魚の側にはそれなりの理由と都

合があるのでしょうが、せっかく育てた

サンゴたちが、海の中に移植したとたん

にかじられて死んでしまってはがっかり

なので、これからいろいろな方法を使っ

てきちんと調べて、その被害を防ぐこと

も考えていきたいと思っています。その

ためには、たくさんの情報を集めること

が大切です。もしも、みなさんが海の中

でサンゴ（移植したものだけではなく、

どのサンゴでも良いです）をかじってい

る魚を見かけたら、ぜひその魚の種類や

サイズ、時刻、それからサンゴの種類な

どを研究所に教えてもらえると大変助か

ります。 
 先ほど書いたように、移植したサンゴ

が全部かじられているのではなく、一部

だけですが、それがどのくらいの被害に

なるのかを調べるために、研究所ではふ

つうに移植したままのサンゴと魚にかじ

れないように網かぶせたサンゴで、生き

残りや成長を比べようという実験をおこ

なっています。マジャノハマの岩 1 つを

囲んでいる大きな四角い網や、サンゴご

とに小さなかご（写

真 2）をかぶせてある

のが、その実験です。

興味のある人は、ち

ょっと様子を見てみてください。 
 

● 阿嘉島の海より 
昨年末からずっと雨がほとんど降らず、

座間味島や阿嘉島のダムの水が底をつき

かけ、夜間の制限給水もしばらく続いて

いました。研究所でも降雨量を測定して

いますが、それによると 12 月は 25.8mm、

1 月が 29.2mm、2 月が 25.5mm で、3 ヶ

月で 80.5mm しか降っていませんでした。

このままでは隔日給水になるという直前、

3 月 3 日から 10 日にかけてある程度まと

まった雨が降ってくれました。この 1 週

間の降雨量が 101mm でした。その前の 3
ヶ月間がいかに雨が少なかったかがわか

ります。さいわいこの雨のおかげでダム

の貯水量も回復し、制限給水は解除され

ましたが、そうでなければ今頃は大変な

ことになっていたかもしれません。小さ

な離島なのでなおさら貴重な水を無駄使

いしないようにしないといけませんね。 

2009年 2月

1 0

1 2

1 4

1 6

1 8

2 0

2 2

2 4

2 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

日

水温（平均 21.1℃）

気温（平均 21.80℃）総雨量25.5mm

2009年 1月

10

12

14

16

18

20

22

24

26

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031

日

温
度

（℃
）

水温（平均 21.60℃）

気温（平均 18.1℃）総雨量29.2mm

定点観測


